
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
（令和8年8月21日発行）

　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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【 定点把握対象疾患の発生動向 】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• お盆期間の医療機関の休診等の影響で、県内全体の患者報告数が減少しました。

• 管内の手足口病、ヘルパンギーナの患者報告数は、依然として令和6年度までに運用し

ていた警報値を上回っています。両感染症の原因は同じ種類のウイルスですから、消毒

は次亜塩素酸ナトリウムが有効です。環境消毒は約0.02％希釈液、排泄物の付着し得る

箇所の消毒は約0.1％希釈液で行うと効果的です。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内

• 新たな集団発生の報告はありません。

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内

• なし
【感染症コラム～空気感染～】
• 感染者が咳やくしゃみ、会話等で放出した飛沫から水分

が蒸発すると飛沫核となり、長時間空気中を漂います。

空気の流れで広範囲へ飛散し、その飛沫核を他者が吸

い込むことで感染が成立することを空気感染といいま

す。

• サージカルマスクでは感染対策を十分に行えないため、

Ｎ９5マスクの着用が推奨されます。

• 感染管理の原則は、陰圧管理ができる個室対応ですが、

難しい場合は、十分な換気にて対応します。換気の指標

には、空気中の二酸化炭素濃度を代用することもありま

す。

• 空気感染する感染症は、結核、麻疹、水痘等です。これら

はワクチン接種で予防が可能です。定期接種の対象です

から、計画的に済ませましょう。

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

0228-22-2117 0228-22-7594

【海外へ渡航される方へ】
海外では、国内に常在しない感染症や高い頻度で発

生する感染症の報告があり、渡航前から適切な感染

対策を行うことが大切です。下記を御確認ください。

海外へ渡航

される皆様へ

（厚生労働省HP）

海外で健康に

過ごすために

（厚生労働省

検疫所HP）

• 夏季は人の交流機会が増加することから、新型コロナウイルス感染症等の感染症が流行

する時期です。また、蚊やダニを媒介にする感染症にも注意が必要です。

• 帰省等で高齢者と会う、大人数で集まる場合は、感染予防を心掛け体調を整えてくださ

い。また、虫が媒介する感染症の予防として、草むらへ入る場合には素肌を出さない服

装や虫よけを活用してください。

感染症対策の基本は、①手洗い、②マスクの着用

を含む咳エチケット、③換気です。


